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J-EVT(endovascular therapy)登録症例数の変遷
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J-EVT=Non-coronary J-EVT(下肢のみ) J-EVT(末梢全体)

LEAD (lower extremity arterial disease) 腎動脈 頸動脈 シャント その他



LEAD (lower extremity arterial disease)に対する2021年EVT治療成績 (1)

1施設平均
51件/年

項目 値
下肢重症度
急性下肢虚血 3.1% [1279/40747]
間歇性跛行 47.7% [19428/40747]

安静時疼痛/潰瘍・壊疽 12.6% [5127/40747]/33.5% [13657/40747]

末梢動脈疾患 (無症状) 3.1% 3.10%
ADL
車いす/寝たきり 23.7%/4.6% [9650/40747]/ [1856/40747]
歩行 71.8% [29241/40747]
危険因子・薬剤
男性 68.8% [28054/40747]
年齢 75 (70 - 81) [n=40747]
喫煙 31.0% [12634/40747] 
高血圧 78.1% [31833/40747]
脂質異常症 54.1% [22034/40747]
糖尿病 59.4% [24200/40747]
腎不全/透析 44.6%/30.7% [18187/40747] /[12504/40747]
冠動脈疾患 39.1% [15948/40747]
脳血管疾患 13.9% [5670/40747]
COPD 4.8% [1975/40747]
術前.アスピリン 71.2% [27841/39112]
術前.チエノピリジン 64.2% [25107/39112]
術前.シロスタゾール 15.3% [5972/39112]
術前.他の抗血小板薬 15.5% [6049/39112]
術前.ワルファリン 6.0% [2335/39112]
術前.DOAC 9.6% [3761/39112]



LEAD (lower extremity arterial disease)に対する2021年EVT治療成績 (2)

1施設平均
51件/年

項目 値 (n=40747)
手技成績
緊急 4.3% [1750/40747]
血管内超音波使用 64.1% [26101/40747]
手術時間 112 (75 - 164) [n=24570]
透視時間 30 (18 - 52) [n=36911]
造影剤量 80 (52 - 120) [n=40747]

術期合併症 2.5% (95%CI: 2.4-2.7%) [1022/40747]

全体 100.0% [1022/1022]
術中死亡.術後48時間以内死亡 6.1% [62/1022]

輸血,止血術を必要とする出血性合併症または脳出血 24.3% [248/1022]

緊急外科手術 2.9% [30/1022]
末梢塞栓 12.1% [124/1022]
血管破裂 14.5% [148/1022]
急性閉塞 0.0% [0/1022]
造影剤腎症 2.7% [28/1022]
輸血を必要とする穿刺部合併症 11.4% [117/1022]

補助循循環装置を要した心原性ショック 2.1% [21/1022]

心筋梗塞 0.8% [8/1022]
脳梗塞 1.1% [11/1022]
大切断 5.2% [53/1022]
治療部位に対する外科的再治療 3.4% [35/1022]

治療部位に対するカテーテルでの再治療 8.9% [91/1022]

その他 17.8% [182/1022]



LEAD (lower extremity arterial disease)に対する2021年EVT治療成績 (3)

1施設平均
51件/年

項目 値 (n=40747)
転帰
その他 3.3% [1351/40747]
急性期病院へ転院（それ以外） 0.5% [187/40747]
急性期病院へ転院（同疾患の追加治療目的） 0.9% [374/40747]

自宅退院 82.0% [33412/40747]

転科（それ以外） 1.0% [419/40747]
転科（同疾患追加治療目的） 3.8% [1564/40747]
入院中死亡 2.4% [990/40747]
慢性期病院への転院 6.0% [2450/40747]
退院後自施設での次回外来フォロー予定

1か月以内 59.2% [23572/39832]

1年より先 0.1% [24/39832]
1年以内 0.9% [375/39832]
3か月以内 20.5% [8170/39832]
半年以内 4.8% [1920/39832]
予定なし 14.5% [5771/39832]
入院期間
14日以内 9.7% [3953/40747]
30日以内 8.9% [3631/40747]

3日以内 35.0% [14267/40747]

7日以内 33.1% [13482/40747]

それ以上 13.0% [5283/40747]
日帰り 0.3% [131/40747]
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下肢動脈閉塞性疾患に対するEVT
-大動脈/腸骨動脈領域 (症例数と2つのチャレンジ)-

橈骨動脈からの
腸 骨 動 脈 治 療

カバードステントを用いた
大動脈腸骨動脈治療

Viabahn VBX (Gore社)

腹部動脈閉塞 100%→0%

Guiding sheath/
Guiding cathe (Terumo)

症例数1.37倍



下肢動脈閉塞性疾患に対するEVT
-大動脈/腸骨動脈領域 (症例数・病変背景・治療成績)-

Key message: 初期成功率 98%, 30%が閉塞, 2/3石灰化病変
橈骨動脈穿刺 12.4%, stent使用が86.2% (そのうちカバードステント 6.2%)
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症例数1.37倍
AI.EVT:年間件数 10516件

手術成功 98.1% )[10315/10516]

閉塞 29.4% [3096/10516]
石灰化

・石灰化 片側性 30.8% [3236/10516]
・石灰化 両側性 35.2% [3704/10516]
・石灰化無 34.0% [3576/10516]

アプローチ.橈骨 12.4% [1308/10516]
アプローチ.上腕 12.8% [1343/10516]
アプローチ.対側鼡径 35.1% [3686/10516]
アプローチ.同側鼡径 50.8% [5340/10516]
アプローチ.遠位部SFA 3.8% [398/10516]
アプローチ.膝窩動脈 0.7% [72/10516]
アプローチ.脛骨動脈 0.2% [18/10516]
アプローチ.足背動脈 0.3% [35/10516]
デバイス.バルーン 79.8% [8392/10516]

デバイス.ステント 80.0% [8413/10516]
デバイス.カバードステント 6.2% [650/10516]
デバイス.ハイブリッド 0.5% [48/10516]
デバイス.その他 4.1% [435/10516]



下肢動脈閉塞性疾患に対するEVT
-大腿/膝窩動脈領域 (症例数と使用可能なデバイス)-

薬剤コーティドバルーン

薬剤溶出性ステント

ステントグラフト

編み込み型金属製ステント

86.3%
Garcia L. 
Circ Cardiovasc Interv. 2015

12ヶ月開存率

88.1%
Ohki T. 
J Vasc Surg. 2017 

90.9%
Soga Y. 
Cardiovasc Intervent Radiol. 2020.

89.2%
Iida O. 
J Endovasc Ther. 2018
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症例数1.92倍



Balloon DCB BMS DES Covered Stent

下肢動脈閉塞性疾患に対するEVT
-大腿/膝窩動脈領域 (使用デバイス年次推移)-

54.3%
47.5%

54.0%

18.3% 14.2%

0.40% 16.7%

21.4%

40.4% 49.2%

38%
27.1%

11.7%

16.0%
12.6%

5.80% 5.2% 11.1%
23.3% 21.5%

1.50% 3.5% 1.7% 2.0% 2.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2017 2018 2019 2020 2021



下肢動脈閉塞性疾患に対するEVT
-大腿/膝窩動脈領域 (症例数・病変背景・治療成績)-

Key message: 初期成功率 98%, 44%が閉塞, 70%が石灰化病変
DCBが49%使用頻度↑, Stent (BMS+DES+CS)は36.6%使用頻度↓
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症例数1.92倍
FP.EVT:年間件数 26172件

手術成功 97.2% [25427/26172]

閉塞 43.8% [11466/26172]

石灰化
・石灰化 片側性 29.9% [7823/26172]

・石灰化 両側性 39.2% [10249/26172]

・石灰化無 30.9% [8100/26172]

アプローチ.橈骨 1.9% [487/26172]

アプローチ.上腕 3.9% [1021/26172]

アプローチ.対側鼡径 46.2% [12102/26172]

アプローチ.同側鼡径 44.6% [11678/26172]

アプローチ.遠位部SFA 4.3% [1127/26172]

アプローチ.膝窩動脈 2.2% [585/26172]

アプローチ.脛骨動脈 0.7% [178/26172]

アプローチ.足背動脈 0.9% [237/26172]



下肢動脈閉塞性疾患に対する新規デバイス(アテレクトミｰ)

JetStream 1.6 mm JetStream 2.4 mm POBA: JADE 6.0*40 mm

JetStream
(Boston scientific)
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下肢動脈閉塞性疾患に対するEVT
-膝下動脈領域 (症例数とend-firstの時代)-

症例数2.14倍

-膝下動脈は包括的高慢性下肢虚血 (CLTI)のみに適応-



下肢動脈閉塞性疾患に対するEVT
-膝下動脈領域 (症例数とend-firstの時代)-

Key message: 初期成功率 94%, 66%が閉塞, 70%が石灰化病変
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症例数2.14倍
BK.EVT:年間件数 13434件

手術成功 94.3% )[12664/13434]

閉塞 65.7% [8826/13434]

石灰化
・石灰化 片側性 24.8% [3335/13434]

・石灰化 両側性 46.7% [6274/13434]

・石灰化無 28.5% [3825/13434]

アプローチ.橈骨 0.3% [41/13434]

アプローチ.上腕 0.4% [55/13434]

アプローチ.対側鼡径 14.9% [2001/13434]

アプローチ.同側鼡径 81.2% [10906/13434]

アプローチ.遠位部SFA 3.2% [431/13434]

アプローチ.膝窩動脈 0.3% [35/13434]

アプローチ.脛骨動脈 1.3% [171/13434]

アプローチ.足背動脈 2.1% [281/13434]
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頸動脈疾患に対する血管内治療推移

循環器内科医による頸動脈ステント治療の件数は激減、脳外科領域では激増 (おそらく年間1万件)

症例数0.69倍

循環器内科が施行する頸動脈ステント

症例数約2倍
(この10年)



鎖骨下動脈 腸間膜動脈

腎/鎖骨下/腸間膜動脈に対する血管内治療推移

腎動脈、鎖骨下動脈、腸間膜動脈に対する血管内治療の適応は限定的である

腎動脈

各疾患に対するステント治療の合算
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AV accessに対する血管内治療推移 (NBDデータベースより)
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K616-4 経皮的シャント拡張術・血栓除去術

A400 短期滞在手術基本料 経皮的シャント拡張術・血栓除去術

経皮的シャント拡張術・血栓除去術合計

透析医が施行するVAIVT件数は、激増 (年間20万件に到達する勢い)している

J-EVTデータベースからのVAIVT件数は、2020年：4386件, 2021年: 5343件

症例数1.40倍



J-EVT2022に関するまとめ

✓ 2021年の末梢動脈疾患に対するEVT総件数は 48496件 (そのうちのLEAD
に対するEVTは 40747件)であった。

✓ LEADに対するEVT
大動脈腸骨動脈病変：症例数→, radial approach頻度↑, カバードステント↑
大腿膝窩動脈病変：症例数↑, DCB治療頻度↑, Stent使用頻度↓
今後はアテレクトミーデバイス使用頻度↑が予想される
膝下動脈病変：症例数↑（2/3が閉塞病変, 70%が石灰化病変）

✓頸動脈に対するCAS↓, 腎・鎖骨下・腸間膜動脈・透析シャントに対する
EVT件数は→


